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2024年度 老福連総会
6/28(金)、6/29(土)
ロワジールホテル豊橋

■
２
０
２
４
年
度
総
会
に
は
、
総
勢

63
名
が
参
加
。
初
日
、
総
会
議
決
権

を
有
す
る
参
加
者
は
、
豊
橋
会
場
に

22
名
・
オ
ン
ラ
イ
ン
は
30
名
、
委
任

状
は
36
名
で
し
た
。
２
日
目
の
参
加

は
会
場
22
名
・
オ
ン
ラ
イ
ン
26
名
、

委
任
状
38
名
で
し
た
。
両
日
と
も
、

老
福
連
の
会
則
に
則
り
、
総
会
の
成

立
要
件
を
満
た
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
白
十
字
あ
き
つ
の

里
管
理
者
の
菅
原
朋
人
さ
ん
が
総
会

の
議
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

１
日
目
、
第
１
～
第
５
号
議
案
に
つ

い
て
提
案
。
そ
の
後
、
令
和
６
年
１

月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

の
被
災
地
域
か
ら
の
特
別
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
発
言
通
告

用
紙
に
基
づ
き
、
第
21
回
職
員
研
究

交
流
集
会
の
集
会
報
告
／
介
護
報
酬

再
改
定
を
求
め
る
取
り
組
み
報
告
／

小
規
模
多
機
能
の
現
状
報
告
／
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
取
り
組
み
報
告
／

訪
問
介
護
の
報
酬
引
き
下
げ
や
実
態

報
告
／
人
材
確
保
や
生
産
性
向
上
推

進
へ
の
見
解
報
告
、
が
あ
り
ま
し
た
。

１
日
目
の
夜
に
は
、
交
流
会
を
開

催
。
初
め
て
の
参
加
の
方
々
に
も

マ
イ
ク
が
回
り
、
一
言
発
言
い
た

だ
き
ま
し
た
。
様
々
な
情
報
交
換
、

他
愛
の
な
い
断
章
、
良
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

２
日
目
、
同
じ
く
菅
原
朋
人
さ
ん

の
議
事
進
行
に
よ
り
始
ま
り
ま
し

た
。
発
言
通
告
に
基
づ
き
、
故
常

陸
実
代
表
幹
事(

ひ
ま
わ
り
福
祉

会
前
理
事
長)

の
遺
志
／
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
や
医
療
介
護
連
携
／

第
22
回
職
員
研
究
交
流
集
会
㏌
大

阪
企
画
内
容
の
提
案
、
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
は
、
事
務
局
長
よ

り
討
論
の
ま
と
め
、
第
６
号
議
案

の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て

総
会
成
立
確
認
の
後
、
総
会
議
案

の
採
択
と
な
り
、
賛
成
多
数
に
て

第
１
～
６
号
議
案
は
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
役
員
お
よ
び
事
務
局
の
退

任
、
新
役
員
お
よ
び
事
務
局
就
任

の
方
々
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
特
別
講
演
と
し
て
高
木

博
史
先
生
（
岐
阜
協
立
大
学
経
済

学
部
教
授
）
に
ご
登
壇
い
た
だ
き

ま
し
た
。



～

令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て

～

【

特
別
報
告
❶

】

今
宮
洋
之
さ
ん

（生
活
相
談
員
）

社
会
福
祉
法
人
や
す
ら
ぎ
福
祉
会
（金
沢
市
）

〇
地
震
当
初
、
入
居
者
や
勤
務
職
員
に
受
傷

者
は
な
く
、
建
物
被
害
も
ほ
ぼ
な
い
状
況

で
し
た
が
、
後
に
は
ボ
イ
ラ
ー
等
の
破
損

が
判
明
。
年
末
か
ら
続
く
施
設
内
の
新
型

コ
ロ
ナ
蔓
延
中
の
出
来
事
だ
っ
た
が
、
法

人
と
し
て
被
災
者
受
入
要
請
に
応
え
た
。

〇
被
災
者
の
受
入
に
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
ち

限
ら
れ
た
情
報
の
中
で
、
か
つ
オ
ー
バ
ー

ベ
ッ
ド
の
中
で
の
奮
闘
で
あ
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
疲
弊
感
は
あ
っ
た
が
、
被
災
者
や
そ

の
家
族
の
支
え
に
な
っ
た
と
思
う
。
受
入

を
し
て
よ
か
っ
た
と
い
う
職
員
の
思
い
が

あ
る
。

〇
ま
だ
、
こ
の
先
の
行
き
場
が
ど
う
な
る
の

か
、
戻
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
れ
は

い
つ
な
の
か
等
、
課
題
は
山
積
し
た
ま
ま

で
あ
る
。

〇
復
興
の
見
通
し
は
ま
だ
ま
だ
見
え
な
い
。

【

特
別
報
告
❷

】

細
貝
昌
明
さ
ん

（理
事
長
）

社
会
福
祉
法
人
坂
井
輪
会
（新
潟
市
）

〇
地
震
当
初
、
施
設
内
の
人
的
被
害
は
な
く
、

津
波
を
想
定
し
、
入
居
者
を
毛
布
に
包
ん

で
２
階
以
上
に
避
難
。
食
堂
や
廊
下
に
畳

や
マ
ッ
ト
レ
ス
を
敷
き
、
避
難
先
を
確
保
。

〇
建
物
全
体
の
ク
ラ
ッ
ク
が
発
生
。
敷
地
内

や
周
辺
道
路
の
液
状
化
や
地
盤
沈
下
が
顕

著
。
合
併
浄
化
槽
の
落
ち
込
み
も
判
明
し
、

修
繕
に
５
千
万
円
。
行
政
へ
の
被
害
額
報

告
と
補
助
申
請
必
要
書
類
を
提
出
し
、
よ

う
や
く
動
き
始
め
た
。

〇
被
災
対
象
と
さ
れ
る
職
員
は
約
30
名
。
大

規
模
半
壊
以
上
で
住
居
で
き
な
い
職
員
1

名
が
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

〇
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
慌
て
な
い
た
め
の
一
つ
の
ツ
ー

ル
で
あ
り
、
業
務
復
旧
ま
で
の
間
は
マ
ン

パ
ワ
ー
の
課
題
が
大
き
い
と
感
じ
た
。

〇
新
潟
市
西
区
は
、
現
状
は
高
齢
者
の
独
居

や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
が
多
い
。
住
む
こ
と

を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
人
は
こ
の
西
区
か

ら
出
て
い
く
こ
と
を
選
択
。



高木博史先生

岐阜協立大学経済学部教授

特 別 講 演

総
会
二
日
目
、
岐
阜
協
立
大
学
経
済
学
部
教
授
の
高
木
博
史
氏
よ
り
「
高
齢
者
を
め
ぐ
る
貧
困
の
現
状
と
課
題

～

高
齢
者
と
家
族
へ
の
支
援
を
考
え
る
」
と
題
し
て
、
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
木
氏
は
ま
ず
、
日
本
の
生
活
保
護
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
、
受
給
世
帯
総
数
１
６
５
万
世
帯
の
う
ち
高

齢
者
世
帯
が
約
９
１
万
世
帯
で
５
５.

５
％
で
あ
る
こ
と
、
約
９
１
万
世
帯
の
高
齢
受
給
者
の
う
ち
約
８
４
万
世

帯
、
９
２
．
９
％
が
単
身
高
齢
者
世
帯
で
あ
る
こ
と
に
言
及
。
マ
ス
コ
ミ
で
よ
く
流
布
さ
れ
て
い
る
、
「
生
活

保
護
っ
て
『
若
い
人
が
仕
事
も
せ
ず
に
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
、
も
ら
っ
て
る
』
と
い
う
報
道
が
実
情
と
か
け
離
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
６
５
歳
以
上
の
一
世
帯
当
た
り
の
平
均
所
得
金
額
は
約
４
２
０
万
円
、1

人
あ
た
り
約
２
３
５
万
円
と
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
年
額
２
０
０
万
円
と
同
じ
所
得
水
準
で
あ
る
こ
と
、
貯
蓄

５
万
円
以
下
の
層
が
全
体
の
４
割
～
５
割
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
「
高
齢
者
は
、
金
持
ち
」
と
い
う
論
調
は
高

齢
者
の
実
態
と
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
年
金
の
額
面
が
上
が
っ
て
も
物
価
の
上
昇
に
追
い
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
起

こ
っ
て
お
り
、
実
際
は
年
金
が
減
っ
て
も
っ
と
大
変
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
加
え
て
、
８
０
５
０
問
題
や
７
０

４
０
問
題
と
い
う
こ
と
も
社
会
問
題
化
す
る
中
で
貧
困
問
題
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
ま
し
た
。

そ
し
て
「
介
護
の
社
会
化
」
を
掲
げ
て
登
場
し
た
、
「
介
護
保
険
制
度
」
が
、
結
局
は
福
祉
に
市
場
化
を
導

入
し
た
も
の
で
、
民
間
の
営
利
企
業
の
参
入
を
許
し
、
お
金
の
な
い
人
は
必
要
な
介
護
や
福
祉
を
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
こ
と
が
、
高
齢
者
の
貧
困
化
に
一
層
拍
車
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
お
金
が
な
く
て
も
、
必
要
な
介
護
・
福
祉
が
受
け
る
よ
う
に
し
て
い
く
た
め
に
努
力
す
る
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
存
在
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
現
状
の
国
の
制
度
や
法
律
、
資
格
制
度
や
教
育
が
そ
う

し
た
も
の
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
狭
い
介
護
保
険
の
枠
の
中
だ
け
で
問
題
を
解
決
し
て
い
く
だ
け
で
は
限
界
が
あ

る
と
指
摘
。
日
々
の
仕
事
は
多
忙
を
極
め
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
現
状
に
目
を
向
け
、
声
を
あ
げ
み
ん

な
で
現
状
を
変
革
し
て
い
く
こ
と
を
よ
び
か
け
て
、
講
演
を
結
び
ま
し
た
。



老福連総会終了後に、総会に現地参加されたケアハウス関係者と昼
食をとりつつ交流会を開催しました。本部事務局長、事務局次長を
はじめ、４つのケアハウス施設長（愛知県・新潟県・京都市）と意
見交換をしました。
５月７日にオンラインによる交流会を開催したので、今回は２回

目の交流会になります。今回の参加者はオンライン交流会にも参加
されていたため、オンライン交流会での話題を深く聞くことができ
ました。軽費老人ホームは自治体への権限移譲により、補助金や職
員処遇改善等、各自治体による対応の差をあらためて痛感する機会
になっています。また、重度化する入居者の状態に対する同法人内
の特養への住み替えなどの判断基準や、退居時の原状回復の実際な
ど、情報交換できる機会となりました。
今回は、総会終了後に現地参加者のみの開催となったため、少人

数となりましたが、厚労省に要望する項目の整理に繋げるために、
今後も交流会を重ねてまいります。お気軽にご参加ください。

幹事 阿蘓広志
この交流会後、ケアハウスすこやかの里の見学をさせていただき

ました。ありがとうございました。 介山 篤

ケアハウス交流会 （報告） R6.6.29 開催

当日、全国より16事業所、27名が参加してくださいました。
事前アンケートより、「他事業所への質問、知りたいこと」の中

から、１．人材確保 ２．人材育成 ３．サ責業務について ４．
ICT化について ５．モチベーションの保ち方やヘルパーとのコ
ミュニケーションなどを中心に意見交換が行われました。

□人材確保については、どの事業所も課題でありヘルパーの高齢化
について「このままでは働く人がいなくなるのではないか」と不
安を訴える声も多く聞かれました。そんな中でも「職員による紹
介制度を導入し確保に繋がった」「ヘルパーのやりがいあるある
を漫画にしてチラシ作成している」と前向きな意見もあり、元気
をもらいました。

□最後に４月の報酬改定で訪問介護の報酬が引き下げられたことに
ついて、多くの方から「やりがいある仕事だが報酬引き下げされ
るモチベ―ション下がっている！」と怒りの声があがりました。
２１老福連では今年度も厚労省交渉を予定しています。皆さんの
声を届け、報酬引き上げを求めてきたいと決意を新たにしました。

□交流会については「全国の方とつながれてよかった。また機会が
あれば参加したい」との声が聞かれました。今後も企画していき
たいと思います。参加してくださった皆様ありがとうございまし
た。 幹事：重村由香

ヘルパー交流会 （報告） R6.7.18 開催



第２２回職員研究交流集会ＩＮ大阪

❶ 老福連 と検索 ❷ココ をクリック

≪交流誌・集会資料
等≫ページにジャン
プします。

今後、演題エント
リー用紙や抄録用紙
をダウンロードでき
るようにします。

開催要綱をお読み
ください

❸８月１日より、参加申込できるようになります。
参加申込は「申込専用サイト」からお願いします。

「申込専用サイト」の申込方法に関するお問い合わせは専用サイ
ト内の「お問合せ」からお願いします。
分科会に関するお問い合わせは「原谷こぶしの里：介山」までご
連絡ください atsushi.kaiyama@nananokai.com
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